
◎
高
齢
者
・
障
害
者
に

も
住
み
良
い
社
会

私
は
高
齢
で
身
体
障
害

で
車
椅
子
で
す
。
障
害
者

に
大
分
良
く
な
っ
て
参

り
ま
し
た
が
車
椅
子
で

歩
道
を
通
る
に
は
ま
だ

ま
だ
狭
す
ぎ
ま
す
。
六
方

町
は
だ
め
で
す
。
恐
く
て

通
れ
ま
せ
ん
。
山
王
町
に

市
会
議
員
さ
ん
の
事
務

所
が
出
来
て
よ
り
だ
い

ぶ
良
く
な
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
も
う
少
し
障
害

者
の
事
を
考
え
て
ほ
し

い
で
す
（
匿
名
）
。
車
椅

子
移
動
が
楽
に
な
る
環

境
作
り
（
稲
毛
東
・
梅
）
。

一
般
市
民
や
健
常
者
中

心
の
市
政
だ
け
で
な
く

社
会
的
弱
者
（
例
と
し

て
高
齢
者
、
身
体
内
部

外
部
障
害
者
、
病
弱
者
、

乳
幼
児
、
生
活
困
窮
者
）

等
に
も
温
か
い
ま
な
ざ

し
を
向
け
た
市
政
（
施

策
）
を
お
願
い
し
ま
す

（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）
。

千
葉
市
を
活
性
化
さ
せ

て
ほ
し
い
。
高
齢
者
の

集
う
場
所
が
ほ
し
い
（
幸

町
・
山
崎
優
子
）
。
老
人

に
や
さ
し
い
市
政
に
し

て
ほ
し
い
（
園
生
・
丸
山

宗
男
）
。
昨
今
、
異
次
元

の
少
子
化
対
策
、
防
衛

関
係
予
算
等
の
議
論
に

集
中
し
て
い
る
が
現
在

公
共
料
金
、
物
価
の
高

騰
も
あ
り
少
し
は
高
齢

者
に
目
を
向
け
対
策
を

講
じ
て
欲
し
い
（
千
城

台
東
・
関
晴
臣
）
。
障
害

者
へ
の
人
権
差
別
を
無

く
し
障
害
を
も
っ
て
い

て
も
住
め
る
千
葉
市
を

作
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ

も
精
神
障
害
者
は
特
に

未
だ
に
人
権
差
別
を
食

ら
う
か
ら
。
願
い
ま
す

（
み
つ
わ
台
・
吉
田
洋
）
。

シ
ニ
ア
活
動
の
充
実
に

関
す
る
政
策
（
幕
張
・
匿

名
）
。
住
み
や
す
い
離
れ

た
く
な
い
街
づ
く
り
を

求
め
る
（
高
洲
・
市
川
豊

和
）
家
族
が
最
近
車
い
す

生
活
に
な
っ
て
一
緒
に

外
出
す
る
と
道
路
が
ガ

タ
ガ
タ
で
微
妙
な
傾
斜

が
あ
る
、
歩
道
が
狭
す
ぎ

る
、
段
差
が
多
い
。
川
沿

い
の
散
歩
コ
ー
ス
は
出

入
り
口
の
所
に
太
い
石

の
棒
み
た
い
の
が
あ
り

通
れ
な
か
っ
た
り
と
小

仲
台
８
丁
目
近
辺
は
障

害
あ
る
人
に
は
気
軽
に

外
に
出
ら
れ
な
い
。
障

害
あ
っ
て
も
外
出
し
や

す
い
道
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
し
て
防
音
設

備
の
な
い
カ
ラ
オ
ケ
屋

は
深
夜
だ
け
で
な
く
昼

間
も
騒
音
が
迷
惑
な
の

で
住
宅
か
ら

50ｍ
離
れ

た
場
所
じ
ゃ
な
い
と
防

音
設
備
の
無
い
カ
ラ
オ

ケ
店
は
開
店
不
可
と
い

う
条
例
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
（
小
仲
台
・
田
中

あ
ひ
）
老
後
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
市
政
を
望
み

ま
す
（
稲
毛
東
・
鎗
目
ト

ク
子
）
。

◎
少
子
化
対
策
他

千
葉
市
独
自
の
少
子
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
で
き

る
こ
と
な
ら
成
人
す
る

ま
で
の
病
院
代
や
教
育

費
な
ど
の
無
償
化
制
度

が
あ
っ
た
ら
本
当
に
助

か
り
ま
す
（
幸
町
・
大
浦

穂
乃
香
）
。
子
供
へ
の
給

付
金
を
沢
山
期
待
し
ま

す
（
小
仲
台
・
宮
本
サ
ヨ

子
）
。
人
口
減
少
へ
の
取

り
組
み
（
天
台
・
山
本
富

子
）
。
子
供
を
持
っ
て

も
暮
ら
し
や
す
い
市
政

を
望
み
ま
す
ね
。
保
育
園

の
拡
充
な
ど
親
が
困
ら

な
い
よ
う
に
し
て
欲
し

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
（
高
浜
・
林
三
津

子
）
。

◎
施
設
や
公
共
交
通
の

充
実

６
月
に
千
葉
新
庁
舎
開

庁
予
定
。
千
葉
県
の
外

国
人
約
５
万
４
千
人
。

千
葉
市
約
１
万
２
千
人

の
中
国
の
方
と
交
流
が

難
し
く
な
っ
た
時
の

事
、
最
後
に
交
番
に
相

談
し
た
ら
裁
判
・
弁
護

士
・
引
っ
越
し
を
考
え

た
ら
と
言
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
解

決
の
仕
方
は
望
み
ま
せ

ん
。
国
際
交
流
相
談
窓

口
を
千
葉
市
役
所
に
作

っ
て
下
さ
い
（
高
浜
・
戸

田
恵
子
）
。
穴
川

16号
の

慢
性
的
交
通
渋
滞
を
解

消
し
て
ほ
し
い
（
園
生
・

関
恵
美
子
）
。
モ
ノ
レ
ー

ル
の
運
賃
を
下
げ
て
、
も

っ
と
使
い
や
す
く
し
て

ほ
し
い
（
園
生
・
関
直

康
）
。

◎
そ
の
他

市
民
の
た
め
の
市
政
を

求
め
る
。
４
年
前
に
投
票

し
た
議
員
が
ど
れ
だ
け

政
策
を
実
現
さ
せ
た
か

な
ど
実
績
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
は
今
回
別
の
人
に
投

票
す
る
か
も
。
議
員
は
市

民
の
た
め
に
本
気
で
仕

事
を
し
て
ほ
し
い
（
稲

毛
東
・
匿
名
）
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
化
。
コ
ロ

ナ
か
ら
の
脱
却
。
コ
ロ

ナ
か
ら
の
経
済
回
復

（
天
台
・
山
本
信
夫
・
富

子
）
。
景
気
が
低
迷
し
て

る
今
、
市
民
の
消
費
意

欲
が
高
ま
る
よ
う
な
商

業
施
設
や
、
家
庭
向
け
に

お
買
い
物
ク
ー
ポ
ン
の

配
布
な
ど
知
恵
を
絞
っ

て
税
金
の
有
効
利
用
を

し
て
欲
し
い
で
す
（
高
洲

・
原
隆
子
）
。
老
朽
空
き

家
の
撤
去
（
高
洲
・
寺
阪

和
久
）
。
医
療
機
関
の
充

実
（
高
洲
・
小
坂
孝
一
）
。

徹
底
的
に
無
駄
な
も
の

を
節
約
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
（
西
都
賀
・
小

林
正
和
）
。
最
近
、
怖
い

事
件
が
多
い
の
で
地
域

の
安
心
・
安
全
で
す
ね

（
黒
砂
台
・
中
村
博
之
）
。

つ
か
わ
れ
し
　
皆
が
血

税
こ
れ
な
ら
と
　
誇
り

示
せ
る
善
政
望
む
（
あ
や

め
台
・
藤
原
健
次
）
。
皆

さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
活

動
を
し
て
欲
し
い
（
あ
や

め
台
・
一
森
万
亀
美
）
。

元
気
で
ゆ
と
り
の
あ
る

生
活
が
希
望
。
選
挙
の

日
を
待
っ
て
い
ま
す
（
高

洲
・
高
橋
幸
子
）
。
食
品

工
場
や
金
属
工
場
な
ど

工
場
見
学
を
企
画
し
読

者
の
参
加
に
よ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
作
っ
て
頂
き
た
い

（
あ
や
め
台
・
杉
崎
勝
）
。

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
若
者
の
政
治
参
画

を
促
進
す
る
（
高
洲
・
橋

本
昌
明
）
。
皆
が
不
満
を

持
た
な
い
で
楽
し
く
平

和
に
暮
ら
せ
る
様
に
し

て
欲
し
い
（
み
つ
わ
台
・

黒
沢
博
子
）
。
地
域
の
生

活
に
役
立
つ
情
報
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
（
千

城
台
東
・
松
沢
伸
二
）
。

政
治
家
の
皆
さ
ん
に
期

待
し
て
も
ム
ダ
だ
な
ぁ

と
こ
の
年
（

80ま
ぢ
か

で
す
）
に
な
る
と
つ
く
づ

く
実
感
し
て
い
ま
す
（
小

仲
台
・
松
本
麻
由
子
）
。

千
葉
市
の
出
来
事
等
を

多
く
載
せ
て
ほ
し
い
の

と
末
永
く
続
け
て
行
っ

て
ほ
し
い
で
す
（
四
街
道

・
粟
村
道
生
）
。
県
議
も

市
議
も
所
属
党
の
代
表

で
は
な
く
我
々
庶
民
の

代
表
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
是
を
非
で
政
治
に

と
り
く
ん
で
も
ら
い
た

い
（
小
仲
台
・
伊
藤
秀

樹
）
。
千
葉
市
の
小
学
校

で
日
本
語
指
導
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
教
室

内
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
長

年
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
私
の
場
合
は
異
例

で
千
葉
市
の
日
本
語
指

導
員
は
取
出
し
が
メ
イ

ン
だ
と
か
。
そ
れ
も
週

１
ｈ
の
指
導
の
み
。
そ
れ

だ
と
日
常
語
に
も
追
い

つ
か
ず
学
習
に
も
ハ
マ

れ
ま
せ
ん
。
是
非
今
後
の

教
室
の
活
性
化
や
一
人

ひ
と
り
の
児
童
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
る
と
学

習
サ
ポ
ー
ト
指
導
員
の

よ
う
な
立
場
で
の
日
本

語
指
導
員
も
必
要
で
は

な
い
か
と
提
案
し
ま
す

（
小
仲
台
・
菅
野
啓
子
）
。

ご
く
身
近
な
事
な
の
で

す
が
千
葉
駅
前
の
賑
や

か
さ
に
比
べ
東
口
か
ら

市
民
会
館
方
向
に
歩
い

て
行
く
と
線
路
沿
い
に

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
張

ら
れ
て
い
る
の
に
ま
だ

缶
や
ビ
ン
が
い
く
つ
か

投
げ
込
ま
れ
て
い
て
急

に
裏
通
り
な
感
じ
。
市
民

会
館
は
イ
ベ
ン
ト
も
多

い
だ
け
に
更
に
明
る
く

な
る
よ
う
改
善
策
を
お

願
い
致
し
ま
す
（
小
仲
台

・
田
渕
良
子
）
。
歩
行
者

に
優
し
い
町
つ
く
り

と
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
（
み
つ
わ
台
・
ぼ

く
ち
ゃ
ん
）
。
財
政
難
と

聞
か
れ
る
昨
今
で
す
が

税
金
を
誰
も
利
用
し
な

い
ハ
コ
モ
ノ
ば
か
り
作

る
無
駄
遣
い
を
無
く

し
、
市
民
全
員
に
利
用

し
た
り
す
る
所
に
活
用

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
（
高
洲
・
原
國
臣
）
。

関
わ
る
全
て
の
皆
様
が

こ
の
千
葉
市
を
よ
り
良

く
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
街

に
と
思
っ
て
戴
け
た
ら

と
念
じ
て
お
り
ま
す
（
高

洲
・
緒
方
久
江
）
。
学
生

に
議
会
活
動
を
見
せ
る

行
事
は
ど
の
程
度
進
ん

で
ま
す
か
？
市
役
所
が

新
設
増
設
さ
れ
た
の
を

機
会
に
さ
ら
に
参
観
を

拡
大
願
い
た
い
。
社
会

科
の
研
究
に
も
っ
て
こ

い
の
行
事
で
あ
る
し
経

費
的
に
も
安
上
が
り
（
高

洲
・
大
内
健
司
）
千
葉
市

に
は
百
貨
店
が
も
う
ひ

と
つ
あ
っ
て
欲
し
い
。

千
葉
そ
ご
う
も
売
却
さ

れ
た
の
で
ぜ
ひ
百
貨
店

誘
致
を
お
願
い
し
た
い

で
す
（
稲
毛
東
・
小
倉
理

加
）
。

※
一
部
抜
粋
し
掲
載
。

「
読
者
の
声
」
に
取
り
上

げ
た
方
は
こ
こ
に
は
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

先
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ「
千
葉
市
政
に
何
を
求
め
ま
す
か
？
」
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今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
千
葉
市
議
会
議
員
選
挙
と
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
は
３
月

31日

（
金
）
が
告
示
日
、
投
票
日
は
４
月
９
日
（
日
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
候
補
者
に
投
票
す
る
か
は
、

み
な
さ
ん
が
市
政
に
求
め
て
い
る
こ
と
と
候
補
者
の
政
策
や
考
え
方
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
選
ぶ
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
回
答
の
な
か
に
は
、
今
年
の
選
挙
は
、
４
年
前
に
訴
え
て
い
た
こ

と
を
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
た
か
な
ど
実
績
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
投
票
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
選
挙
中
に
候
補
者
が
言
っ
た
こ
と
は
、
当
選
し
た
ら
本
当
に
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

※
今
月
の
テ

ー
マ

「
花
粉
症
に
つ
い
て

」

　

今
年
は
例
年
よ
り
花

粉
が
多
く
飛
ぶ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
花
粉
症
で
は
な
か
っ

た
人
も
デ
ビ
ュ
ー
す
る

可
能
性
が
高
い
と
か
。

そ
こ
で
質
問
で
す
。
み

な
さ
ん
は
花
粉
症
で
す

か
？
　
花
粉
症
の
方
は

独
自
の
ち
ょ
っ
と
変
わ

っ
た
対
策
や
普
段
し
て

い
る
対
策
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

●
今
月
の
賞
品

□

1等
／
ク
オ
カ
ー
ド

　

3千
円
（
２
名
）

□

2等
／
図
書
カ
ー
ド

１
千
円
（
２
名
）

□
名
古
屋
製
酪
賞
／
無

臭
ニ
ン
ニ
ク
ア
ホ
エ

ン
（
５
名
）

□
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
／

ペ
ア
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
滑
走
券
（
５
組
）

●

2月
号
の
当
選
者

　
２
月
号
の
答
え
「
節

分
」
。
当
選
者
は
次
の
通

り
。

□
１
等
／
ク
オ
カ
ー
ド

3千
円
＝
丸
山
宗
男

（
園
生
）
寺
阪
和
久
（
高

洲
）

□
２
等
／
図
書
カ
ー
ド

１
千
円
＝
山
崎
優
子

（
幸
町
）
広
瀬
幹
生
（
稲

毛
東
）

□
名
古
屋
製
酪
賞
／
関

晴
臣
・
松
沢
伸
二
（
千
城

台
東
）
橋
村
礼
子
（
小
仲

台
）
小
坂
孝
一
（
高
洲
）

中
村
博
之
（
黒
砂
台
）

□
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
／

小
林
正
和
（
西
都
賀
）
鎗

目
ト
ク
子
（
稲
毛
東
）
田

中
あ
ひ
・
伊
藤
秀
樹
（
小

仲
台
）
橋
本
昌
明
（
高

洲
）
　
　

　
※
敬
称
略

　
千
葉
県
に
初
め
て
プ

ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
の

チ
ー
ム
「
千
葉
ス
カ
イ
セ

イ
ラ
ー
ズ
」
が
誕
生
し

た
。
所
属
す
る
「
ベ
イ
サ

イ
ド
リ
ー
グ
」
は
昨
年

ま
で
主
に
北
陸
地
域
で

活
動
し
て
い
た
福
井
ネ

ク
サ
ス
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ

の
活
動
停
止
に
伴
う
リ

ー
グ
再
編
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
神
奈
川
県
に
本

拠
地
を
置
く
「
Ｙ
Ｋ
Ｓ

ホ
ワ
イ
ト
キ
ン
グ
ス
」

と
の
２
チ
ー
ム
で
戦
う

リ
ー
グ
戦
や
、
他
地
域
の

独
立
リ
ー
グ
と
の
交
流

戦
も
行
う
。
チ
ー
ム
は
球

団
代
表
兼
監
督
と
し
て

元
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
の
早
坂
圭
介
を
起

用
、
ま
た
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
に
も
元
マ
リ
ー
ン
ズ

の
青
野
毅
を
迎
え
、
地
元

千
葉
を
色
濃
く
印
象
づ

け
て
い
る
。
選
手
は
昨
年

ま
で
福
井
や
富
山
な
ど

で
活
躍
し
て
い
た
選
手

を
中
心
に
、
千
葉
新
球
団

で
Ｎ
Ｐ
Ｂ
を
目
指
す
若

者
が
集
ま
っ
た
。
更
に
は

昨
年
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
に
所
属
し

た
秋
吉
亮
の
よ
う
な
実

績
あ
る
選
手
も
加
わ
っ

た
。
球
団
を
運
営
す
る
㈱

千
葉
県
民
球
団
の
杉
山

慎
代
表
は
「
私
に
と
っ
て

も
千
葉
県
は
地
元
な
ん

で
す
。
今
は
ど
う
し
て
も

高
校
野
球
が
終
わ
る
と

大
半
の
選
手
が
野
球
か

ら
離
れ
ま
す
。
も
う
少
し

野
球
が
や
り
た
い
、
プ
ロ

を
目
指
し
た
い
と
い
う

選
手
の
手
助
け
を
し
た

い
し
、
野
球
を
通
じ
て
地

元
の
発
展
に
尽
力
し
た

い
と
も
思
い
ま
す
。
千
葉

に
は
マ
リ
ー
ン
ズ
が
あ

り
日
本
ハ
ム
の
二
軍
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た

ち
の
よ
う
な
独
立
リ
ー

グ
が
あ
る
こ
と
で
よ
り

深
く
地
域
と
関
わ
り
を

持
ち
、
野
球
人
口
が
減
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
中

で
、
少
年
野
球
か
ら
高
校

野
球
、
そ
の
先
の
受
け
皿

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
ね
。
今
は
開

幕
戦
に
向
け
全
力
投
球

中
で
す
」
と
語
っ
た
。

■
稲
毛
新
聞
読
者
に
４

月

15日
に
行
わ
れ
る
開

幕
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５

組

10名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
応
募
は
「
千
葉
県
民

球
団
チ
ケ
ッ
ト
」
係
へ

①と②にそれぞれ別の漢字を入れ

て、矢印の方向に二字熟語を完成

させてください。クイズの答えは

「①②」漢字２文字です。

２月号の答え「節分」

（７）令和５年３月３日発行 稲　毛　新　聞 第318号

穴埋め漢字クイズ

千
葉
県
民
球
団
ス
カ
イ
セ
イ
ラ
ー
ズ

◎千葉みなとさんばしライブ
千葉みなとにおける文化芸術活動を支

援する場として様々なパフォーマーが

出演。毎月第３日曜日に開催しています

▼日時：３月19日(日)▼場所：千葉みな

とさんばし広場▼主催：千葉市みなと活

性化協議会/企画・運営：さんばしライブ

協議会

◎千葉経済大学地域経済博物館　

令和４年度企画展

「学芸員課程調査実習成果展～矢代嘉

春コレクションの世界～」

今年度の調査実習では勝浦市出身・矢

代嘉春氏が長年収集してきた資料（い

すみ市郷土資料館保管）約200点を整

理し一点一点をリスト化する目録を

作成。本資料群は、江戸時代から昭和

にかけての漁業・水産関係資料をはじ

め、千葉県内の郷土史関係資料などを

含む大変貴重なコレクションです。

▼開催日：現在開催中～令和５年3月

20日(月)/平日９時～16時▼場所：千

葉市稲毛区轟町3-59-5（千葉経済大学

総合図書館棟1階）※大学正門より向

かって右側の建物▼入館料：無料▼問

合せ：℡043-253-9843

◎千葉市美術館
コレクション展「房総ゆかりの作家た

ち」特集展示：無縁寺心澄

開催期間：令和5年3月4日(土)～3月24日

(金)※休館日3月6日(月)▼観覧料：無料

▼主催：千葉市美術館▼問合せ：℡

043-221-2311▼場所：千葉市中央区中央

3-10-8

◎千葉市稲毛いきいきプラザ

【生きがい活動支援通所事業】欠員募集

生きがい活動支援通所事業は、市内在

住65歳以上の方(介護認定を受けてい

ない方)を対象とした「介護予防教室」

です。いつまでもお元気で、いきいき

とした生活を続けるために体操や小

物製作、スポーツレク等を一緒に楽し

みませんか。特に、一人暮らし等で人

と話す機会が少ない方や、外出する機

会が少なく引きこもりがちな方にお

勧めです。欠員状況、お申込み方法等

の詳細については直接、稲毛いきいき

プラザにお問い合わせ下さい▼問合

せ：稲毛いきいきプラザ℡043-242-8005

◎ギャラリー古島
石井康治ガラス展　

▼開催期間：令和5年3月10日(金)～3月

26日(日)※3月16日(木)・23日(木)休廊

平岩共代と友人展　ジュエリー・金工

▼開催期間：3月31日(金)～4月10日(月)

※4月6日(木)休廊▼場所：千葉市中央区

春日2-25-11古島籐家具店2階(ＪＲ西千

葉駅西友側徒歩1分）℡043-243-3313

※市民ガイドは2023年2月末時点の情報です。

締切・令和５年3月20日（当日消印有効）

４
月

15日
リ
ー
グ
開
幕
戦
へ
準
備
着
々
と

●
寅
さ
ん
映
画
好
き
　

　
小
生
は
文
化
好
き
な

の
で
千
葉
市
内
の
図
書

館
な
ど
大
い
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
特
に
寅
さ
ん
映
画

特
集
は
京
成
ロ
ー
ザ
で

全
て
拝
見
し
ま
し
た
。
青

春
は
江
戸
川
沿
い
で
過

ご
し
ま
し
た
の
で
な
つ

か
し
い
で
す
。
（
検
見
川

町
・
荒
木
昭
治
）

●
私
の
実
家
も
空
き
家

　　
今
月
の
稲
毛
新
聞
に

「
空
き
家
に
な
っ
た
実
家

ど
う
す
る
？
」
の
記
事
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

実
家
も
両
親
と
も
亡
く

な
り
も
う
５
年
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
る
よ
う
な
状

態
で
、
記
事
を
読
ん
で
心

配
に
な
り
ま
し
た
。
近
所

に
も
住
ん
で
い
な
さ
そ

う
な
家
が
け
っ
こ
う
あ

り
ま
す
。
親
へ
の
思
い
や

子
供
の
頃
の
思
い
出
な

ど
が
処
分
を
迷
わ
せ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
背
中
を
押
さ
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

（
中
央
区
・
西
谷
智
博
）

●
イ
マ
イ
チ
な
…

　
最
近
稲
毛
の
浜
に
海

へ
伸
び
る
桟
橋
が
出
来

た
の
で
す
が
、
イ
マ
イ
チ

展
望
に
欠
け
、
大
金
を
か

け
た
割
に
は
素
晴
ら
し

い
と
思
え
な
い
！
も
っ

と
ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
稲

毛
の
浜
記
念
館
、
民
間
航

空
発
祥
館
等
の
各
施
設

の
活
性
化
、
展
示
物
の
充

実
を
図
る
よ
う
要
望
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
美

浜
区
・
石
川
篤
久
）

●
遠
い
稲
毛
区
役
所

　　
私
は
稲
毛
区
六
方
町

に
住
ん
で
い
ま
す
。
稲
毛

区
役
所
に
行
く
の
は
大

変
で
す
。
山
王
支
所
は
近

く
て
便
利
な
の
で
す
が

業
務
の
範
囲
が
狭
く
、
本

庁
ま
で
行
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
っ
と
支
所
で

ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が

済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に

改
善
願
い
ま
す
。
（
六
方

町
・
泉
谷
正
誼
）

●
読

者
の

声
へ

の
投

稿

は
ハ

ガ
キ

・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ

ー
ル
で

。


